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[目的]「L-アスコルビン酸 2-グルコシド（以下 AA2G)」のメラニン産生抑制効

果を高める植物エキスの組合せを探索し、その作用メカニズムについて検討した。 

[方法] 3 次元培養皮膚モデルを用いた評価試験において、メラニン産生抑制効

果の期待できる植物エキスを選定した。また、選ばれた植物エキスの中から、AA2G

を組合せることにより、メラニン産生抑制効果が高まる組合せを探索した。効果

の高かった組合せについて、qRT-PCR を用いてメラニン産生およびメラノソーム成

熟に関与する遺伝子発現を、ウエスタンブロット法を用いてチロシナーゼタンパ

ク発現を、さらに HaCaT細胞のメラノソーム取り込み消化能をそれぞれ確認した。 

[結果および考察]3 次元培養皮膚モデルでプルーンエキスとホオノキエキスに

高いメラニン産生抑制効果が認められ、これらと AA2G を混合した水溶液にはメラ

ニン生成抑制の相乗効果が認められた。これらの効果が発現されるメカニズムを

解析したところ、プルーンエキスがメラニン産生に必要な酵素である

TYR(tyrosinase)の発現を抑制するとともに、未成熟メラノソームに多く認められ

る TRP-2(tyrosinase related protein-2）や Pmel17(silver locus protein)の発

現を亢進することが確認できた。一方、ホオノキエキスには生成されたチロシナ

ーゼ分解作用が認められた。また、AA2G と 2 種の植物エキス混合によりメラノソ

ームのケラチノサイトへの受け渡しの抑制とメラニンの分解促進作用が認められ

た。以上の結果から、プルーンエキス、ホオノキエキスと AA2G との組合せは、メ

ラニン産生抑制およびメラニン分解促進作用を有するとともにメラノソームの成

熟を阻害し、さらにはメラノソームのケラチノサイトへの受け渡しを抑制するこ

とで高い美白効果を示すと考えられた。 


